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審 査 結 果 の 要 旨 
 患者の治療脱落は病状の悪化につながり，その後よりインテンシブな治療が必要となる．その結
果社会的、経済的損失も大きい．これまでの研究では脱落率は 20-82％と報告されている．精神疾
患の中でも気分障害や不安障害は有病率の高さ，患者の機能に対するインパクトから注目されてい
るが，多くの先行研究は欧米でなされたものである．文化的背景の違いに加え，医療制度，教育シ
ステムも異なる。日本精神神経学会による専門医制度が設立されて 10 年が経過したが，教育機関で
患者の脱落を調査したものはない．そこで本研究では大学病院精神科外来において気分障害および
不安障害を含む神経症性障害の患者の治療脱落に関連する要因を調査した． 
対象は①京都府立医科大学附属病院精神科心療内科に 2010 年 4 月~2013 年 3 月に初診で受診した
②18 歳以上③International Classification of Disease, 10th version で F3：気分障害、F4：神経症性障害，
ストレス関連障害および身体表現性障害に該当する患者とした．治療以外の目的で受診した患者，
家族のみの受診，二か月以内に大学病院への通院が不要と判断された患者，専門外来に通院するこ
ととなった患者は除外し，532 名が対象となった．脱落の定義は受診予定日より 90 日間受診がない
こととした．患者のカルテから性別，年齢，教育歴，職業，婚姻歴，受診歴を調べ，重症度を Global 
Assessment of Functioning score（GAF），Clinical Global Index of Severity score で評価した．主治医の
性別，婚姻歴，経験年数，患者との性別の一致を調査した．以上の要因を生存分析，Cox 回帰分析
を用いて解析した． 
脱落は 35.7%であった（190/532 人）であった．脱落と関連する要因は単変量解析では低い教育歴，
高い GAF，精神科医の経験年数が 10 年未満であった．多変量解析では若年層，低い教育歴，離婚
や死別，高い GAF が関連していた．多変量解析で医師の経験年数は脱落と統計学的には有意な関連
はなかったが 10 年以上経験のある医師と比較し，経験が 10 年未満の医師で患者脱落のハザード比
は 1.31 であった．F3 患者では低い教育歴、離婚/死別，F4 患者では若年層と高い GAF，医師と患者
の性別の不一致が脱落と関連があった．GAF が高い患者では抱えている問題を自己で解決する能力
が高く，これが治療中断に関連している可能性がある．気分障害の患者では症状が改善した後も内
服を継続する必要がある．教育歴は疾病教育への理解との関連が推測されるが，教育歴が低い患者
において，重点的に疾病教育を行うことで，脱落を予防できる可能性がある．医師の経験年数は単
変量解析でのみ脱落と関連を認めた．当院では 10 年以上経験のある医師が全て男性であったため，
医師の性別が交絡因子である可能性が推測された． 
 本研究は教育機関である大学病院外来で，治療脱落に関する患者と精神科医の要因を明らかにし
た．治療脱落を予防するためには本研究で得られた知見から初診患者の背景を考慮し，診療に活か
すことが重要である．またこれらの知見は経験の浅い精神科医への教育に役立てることができる点
で，医学上価値ある研究と認める． 
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